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研究成果の概要（和文）：  本研究は、認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する「原因疾患別予防プログラム」を
多職種が学際的に共同して開発することを目的とした。
  2018-2019年度は「平成24～28 年度基盤研究A」で見出された研究成果をベースに、文献レビューと有識者会
議、前向きコホート研究により予防プログラムの試案を作成した。2020年度はコロナ禍のために予定していた調
査の変更を余儀なくされたものの、2020-2021年度に原因疾患を拡大して、摂食嚥下障害を有する高齢者を対象
とした原因疾患別予防プログラムを開発した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a disease-specific prevention program for eating
 and swallowing disorders in older adults with dementia through interdisciplinary collaboration.
  During the Fiscal Year (FY) 2018-2019, a draft of a prevention program for eating and swallowing 
disorders in older adults with dementia was developed through literature review, expert meetings and
 prospective cohort study based on the research results found in the "FY2012-2016 Grant-in-Aid for 
Scientific Research（Ａ)." During the FY2020, the planned study changed due to coronavirus. However,
 during the FY2020-2021, we developed a prevention program for older adults with dementia by 
expanding the causative disease.

研究分野：老年看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義：予防を一次予防(発生予防)・二次予防(早期発見・対応)・三次予防(重度化の予防)と捉えること
によって、認知症高齢者の摂食嚥下障害の予防が可能であることが明らかになり、多職種で共同開発した認知症
の原因疾患のみならず合併症も含めた「原因疾患別プログラム」を示すことができたことは学術的にも意義が大
きいと考える。．
　社会的意義：本プログラムで認知症高齢者の摂食嚥下障害を予防することによって、当事者が誤嚥性肺炎や窒
息を起こすことなく最期まで「食べる喜び」を支えることはもとより、口からおいしく食べてほしいと願う家族
の思いにも貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 

「平成 19～23年度学術フロンティア推進事業」において、認知症の原因疾患によって摂食嚥

下障害に差異が存在することを見出した（山田他,2011）。さらに「平成 21 年度老人保健健康増

進等事業」等によって認知症高齢者の摂食嚥下障害の特徴と支援に関する系統立った研究を行

ってきた(平野,2011)。その結果､アルツハイマー型認知症 dementia of Alzheimer’s type（DAT）と

血管性認知症 vascular dementia（VaD）の重症度に応じた摂食嚥下障害の特徴と支援の方向性が

示された(枝広他, 2013)。しかし、当初はレビー小体型認知症 dementia with Lewy bodies（DLB)

と前頭側頭型認知症 frontotemporal dementia（FTD）の摂食嚥下障害の特徴を示した研究は殆ど

なかったことから(Ikeda et al., 2002)、「平成 24～28年度基盤研究 A」の助成を受けて認知症の原

因疾患および重症度別の摂食嚥下障害の特徴を見出し、対応する食事ケアスキルを開発してき

た（山田他,2016）。この研究過程で予防可能な摂食嚥下障害の存在が示唆され、認知症高齢者

の摂食嚥下障害への対応のみならず、「予防」の観点からの研究が必要であるとの考えに至った。

なお、認知症高齢者の摂食嚥下障害に「予防」の観点からのエビデンスを示した研究は皆無で

あった。また、原因疾患により摂食嚥下障害の特徴が異なっていることから、認知症高齢者の

摂食嚥下障害に対しては「原因疾患別予防プログラム」の開発が必要であると考えた。さらに

本課題に取り組むためには、多面的かつ専門性の高い視点が求められるため、予防プログラム

を多職種が学際的に共同して開発することが必要であった。 

以上のことから、本研究課題の核心をなす学術的「問い」は「認知症高齢者の摂食嚥下障害

を予防するために、認知症の原因疾患別予防プログラムは有効であるのか」とした。なお、本

研究における「予防」とは、一次予防（摂食嚥下障害の発生防止）、二次予防（摂食嚥下障害の

早期発見・対応）、三次予防（摂食嚥下障害の重度化防止）の 3つを意味している。 

 
2. 研究の目的  

本研究のゴールは、認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する原因疾患別予防プログラムを多職

種が学際的に共同して開発することである。このため、以下の年度別の研究目的を設定した。 

1）2018～2019 年度：認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する「原因疾患別予防プログラム」の

試案を作成すると共に、分担研究者の柴本教授が開発した嚥下能力測定機器を認知症高齢者に

対して適用するためのプロトコールを作成する。 

2）2020～2021 年度：認知症の原因疾患を拡大するとともに、認知症高齢者が合併しやすい疾

患にも焦点を当てて摂食嚥下障害の原因疾患の範囲を拡大し、多職種で活用可能な認知症高齢

者の摂食嚥下障害に対する疾患別予防プログラムを開発する。 

なお、本研究は 3 年計画であったが、2020 年度は新型コロナウイルス感染症（Coronavirus 

Disease 2019：COVID-19）の感染拡大により研究の延期と変更を余儀なくされた。しかし、コ

ロナ禍でも実施可能な研究に見直すことで、上記 2)のように原因疾患の範囲を拡大して、新た

な知見も得られる研究目的へと修正した。 

 



3. 研究の方法 

1）認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する原因疾患別予防プログラムの試案 

国内外の文献レビューを行うとともに、摂食嚥下プロセス（5 期モデル）に基づく原因疾患

別予防プログラム（案）について、多職種からなる有識者会議による検討を行った。 

さらに、準備期・口腔期障害の予防に対するエビデンスが必要であったことから、本研究へ

の協力が得られた高齢者介護施設 6 施設を対象に、前向きコホート研究を行った。対象者は、

介護保険施設を利用する同意が得られた高齢者 103名で、認知症群 68名と非認知症群 35名の 2

群に分類した。調査期間は，2018年 12月から 2020年 2月までとした。調査項目は，口腔機能

低下症の検査 7項目，属性，認知機能認知症の重症度(Clinical Dementia Rating：CDR），リンシ

ング(ぶくぶくうがい)の可否，日常生活動作(Functional Independence Measure：FIM)とした。分

析方法は、統計解析ソフトウェア IBM® SPSS® Statistics 26を使用して、認知症群と非認知症群

の 2群間で、質的データはχ2検定と残差分析，関連の強さに Cremerの V係数，量的データに

ついては Shapiro-Wilk 検定により正規分布に従う変数には t 検定、従わない場合には Mann-

Whitney U検定を行った。 

2)  嚥下能力測定機器を認知症高齢者に使用するためのプロトコールの作成 

「嚥下能力測定機器」（特願 2016-229661、特開 2018-086039）の開発者：柴本教授を中心に有識

者会議を開催し、機器に改良を加えた。改良した「嚥下能力測定機器」を関東と北海道で計 2

台購入し、本機器の使用方法について柴本教授から研究者たちが説明を受けて測定を試みた。

試用後、認知症高齢者の嚥下能力測定のためのプロトコールの新たな作成に向けて、これまで

の研究者たちの知見や経験をもとに、認知症の原因疾患別特性を踏まえての協議を重ねた。 

3)  認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する原因疾患別予防プログラムの開発 

認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する「原因疾患別予防プログラム」を開発するために、認

知症の原因疾患を拡大するとともに、認知症高齢者が合併しやすい心不全や大腿骨近位部骨折

などに焦点を当てて、摂食嚥下障害の原因疾患の範囲を拡大した上で、一次・二次・三次予防

の観点から研究成果を分類した。この過程で、先の研究から見い出された認知症高齢者の準備

期・口腔期の機能低下を防ぐために、歯科医師・歯科衛生士以外の他の職種でも口腔機能低下

を早期に発見でき、摂食嚥下障害の発生予防に繋ぐことができる指標を検討した。 

 
4. 研究成果 

1）認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する原因疾患別予防プログラムの試案 

前向きコホート研究の結果、認知症群 68 名は女性が 55 名（80.9%）を占め、年齢の平均値

±SDが 86.5±6.7歳であったのに対して、非認知症群 35名は女性が 31名（88.6%）を占め、年齢

の平均値±SD は 82.9±6.6 歳であり、年齢のみ有意差を認めた（ｐ＝.012）。また認知症群は、

FIM 合計得点が 57.9±34.9 点、BI 合計得点が 39.5±29.8 点と、非認知症群の FIM 合計得点

104.4±25.1点、BI合計得点 75.6±25.5点に比べて有意に低値であった（各ｐ＜.001）。さらに、栄



養状態のうち MNA得点は、認知症群は 8.9±2.0点で

あり、非認知症群の 10.8±2.1 点に比して有意に低く

（ｐ＜.001）、スクリーニングの判定結果でも「低栄

養」の該当者は、認知症群が 24.4％と非認知症群の

5.7％に比べて有意に多かった（図 1）。 

口腔機能低下症の検査 7 項目（図 2）では、「口腔

衛生状態」「咬合力」「舌口唇運動機能」「咀嚼機能」

「嚥下機能」の 5項目において、認知症群は非認知症

群よりも「機能維持」の該当者の比率が有意に減少

していた。一方で認知症群でも機能を維持している

者も存在することが示された。さらに、機能維持が

20％以下であった「舌口唇運動」「咀嚼機能」「舌

圧」「咬合力」といった準備期・口腔期の機能低下を

早期に発見し、維持できるよう支援することが、認

知症高齢者の摂食嚥下障害の予防に繋がる可能性が

あることが示唆された。 

2)  嚥下能力測定機器を認知症高齢者に使用する

ためのプロトコールの作成 

「嚥下能力測定機器」PAL SW Advanced（パルスウィ

ッチアドバンス）を認知症高齢者に使用するための

プロトコールを作成した。なお、測定に際しての表

面筋電図の電極貼付位置は、左右側下顎下縁、オト

ガイ下部正中をメルクマールとした。また、表面筋

電図電極とパルスウィッチアドバンスを連結する電

極の種類、感度調整、校正曲線に関して検討した。  

認知症高齢者に本機器を適用するためには、さら

なる検証の必要性が課題ではあるものの、現在、臨床で行われている「摂食嚥下障害スクリー

ニング検査」では嚥下能力を評価できない。しかし、本機器は、電極貼付の了解さえ得られれ

ば認知症が重度でも測定が可能であり、嚥下能力（嚥下予備能）を上図のように「正常」「要注

意」「危険」とわかりやすく判定できることから、臨床実践においても有用と考える。 

3)  認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する原因疾患別予防プログラムの開発 

一次・二次予防では、当事者の口腔機能低下が疑われる段階で、歯科医療職以外の職種でも

評価可能な「リンシング(ぶくぶくうがい)の可否」と「日常生活動作能力(FIM による測定)」が

｢口腔機能低下症の各項目｣の予測因子になり得ること(末永他,2021)が明らかにされた(會田班)。

また、地域介入による認知症高齢者の口腔機能維持の効果が示され(平野・枝広班)、早期に歯

科医療へ繋ぐことが摂食嚥下障害に至る前の口腔機能低下の予防に有効であることが強く示唆



された。また、アルツハイマー型認知症やレビー小体型認知症の初期の嗅覚低下は食にも影響

することから、予防介入としてのアロマセラピーでは、昼用アロマの成分にサイプレス、夜用

アロマの成分にマジョラムを追加することの効果を動物実験で確認した（浦上班)。 

三次予防では、認知症の原因疾患としての右側頭葉優位型意味性認知症（semantic dementia）

と左側頭葉優位型認知症の精神症状を食行動をも含めて比較した結果、右側頭葉優位型認知症

では行動異常型前頭側頭型認知症に似た食行動を呈することが明らかになった（池田班）。こ

のことから、四大認知症に、これらの認知症を加えた原因疾患別予防プログラムを作成した。 

また、心不全や大腿骨近位部骨折で入院する認知症高齢者は低栄養に至りやすいことが、本調

査で明らかになった。この背景には、入院前からの低栄養に加えて、入院環境に適応できずに

先行期の摂食嚥下障害が出現していることも示された。このことから、入院時からの摂食嚥下

機能と栄養状態のアセスメントによる環境調整が不可欠であり、急性期医療を受ける認知症高

齢者の摂食嚥下障害の原因疾患別予防プログラムは、他の合併症についても今後さらに検討し

ていく必要がある（山田・千葉班）。  

認知症の重症度をも考慮した予防プログラムでは、認知症の原因疾患に共通してエンドオブ

ライフ（End-of-Life : EOL）期に至る前までは、低栄養に留意して摂食嚥下障害を予防する必要

がある。一方で、EOL 期では低栄養になることを自然な経過として捉え、comfort feeding を重

視した三次予防の観点からのプログラムが重要であることが示された（山田,2022）。また、

EOL 期にある認知症高齢者に対する人工的水分・栄養補給法と倫理的諸課題に関する文献調査

を実施した結果、英語圏においては既に“comfort feeding"が第一選択という社会的コンセンサス

が形成されているが、アジア諸国のイスラム圏や儒教の影響がある香港では、生命維持への社

会通念が西洋とは異なり、また親である患者の医療・ケアに関する意思決定における子ども世

代の関与のあり方が”comfort feeding"の受け入れを困難にしていることが示唆された（会

田,2021）。こうした社会的・文化的な特徴による倫理的な問題意識の相違は、日本での臨床実

践を検討する際にも参考となる部分があると考えられる（会田班）。今回、コロナ禍による研究

計画の変更はあったものの、多職種によって共同開発した認知症高齢者の摂食嚥下障害を予防

するための「認知症の原因疾患別予防プログラム」は有効であることが示された。 
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 ２．論文標題  ５．発行年
唾液中潜血を指標とした歯周疾患の重症度に影響する要因の検討

老年歯科医学 136-137

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
松原ちあき, 古屋純一, 尾花三千代, 白部麻樹, 高橋知佳, 枝広あや子, 本橋佳子, 本川佳子, 中島純子,
平野浩彦, 渡邊裕

33（2）
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
高齢者の主観的口腔健康評価尺度の開発および信頼性・妥当性の検討

老年歯科医学 132-133

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小原由紀, 白部麻樹, 高橋知佳, 本川佳子, 本橋佳子, 枝広あや子, 平野浩彦, 渡邊裕．大渕修一 33（2）
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
終末期要介護高齢者の転帰と口腔状況との関係-特定地域悉皆調査に基づく検討-

老年歯科医学 125

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
白部麻樹, 平野浩彦, 枝広あや子, 小原由紀, 本橋佳子, 森下志穂, 本川佳子, 村上正治, 大渕修一, 渡
邊裕

33（2）
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
口腔機能管理指標としての咬合支持と咀嚼機能との関連-義歯装着時の機能的咬合支持の検討-

老年歯科医学 122

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
五十嵐健太郎, 渡邊裕, 釘宮嘉浩, 梅木賢人, 本川佳子, 白部麻樹, 枝広あや子, 中島純子, 伊藤誠康,
平野浩彦, 櫻井薫, 河相安彦

33（2）
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
認知症疾患医療センターにおける認知症疾患の年間鑑別診断数と発生率の検討

日本老年医学会雑誌 169

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
枝広あや子, 杉山美香, 粟田主一 55
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
介護保険施設の経口摂取支援のプロセス評価による多職種連携の発展効果

老年歯科医学 163

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
枝広あや子, 小原由紀, 白部麻樹, 本川佳子, 本橋佳子, 伊藤加代子, 渡部芳彦, 渡邊裕, 田中弥生, 安
藤雄一, 平野浩彦

33（2）
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
介護保険施設利用者における口腔機能向上および栄養改善プログラムに関する質的研究

老年歯科医学 142

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
伊藤加代子, 枝広あや子, 渡部芳彦, 小原由紀, 本橋佳子, 森下志穂, 本川佳子, 井上誠, 渡邊裕, 平野
浩彦

33（2）
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
地域在住高齢者におけるオーラルフレイルに関連する因子の検討

老年歯科医学 138

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
高橋知佳, 小原由紀, 枝広あや子, 白部麻樹, 村上正治, 本橋佳子, 本川佳子, 中島純子, 平野浩彦, 渡
邊裕

33（2）
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
特別養護老人ホーム入所要介護高齢者の食欲と死亡との関係　1年間の縦断調査

日本静脈経腸栄養学会雑誌 466

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
渡邊裕, 本川佳子, 枝広あや子, 平野浩彦, 田中弥 33
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
地域包括ケア時代の地域連携～心と体の栄養管理～ 認知症と共に生きる方に対する食事の支援

日本医療マネジメント学会雑誌 116

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
枝広あや子 19
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
大都市部在住高齢者における認知的フレイルの特徴と関連要因

日本老年医学会雑誌 118-119

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
金憲経, 粟田主一, 渡邊裕, 小島成実, 大須賀洋祐, 本川佳子, 稲垣宏樹, 佐久間尚子, 枝広あや子, 新
開省二

55
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
認知症アセスメントシート(DASC-21)における自己評価と他者評価の関連性について

日本老年医学会雑誌 168-169

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
宇良千秋, 杉山美香, 稲垣宏樹, 枝広あや子, 本川佳子, 宮前史子, 岡村毅, 村山洋史, 粟田主一 55
 １．著者名



2018年

〔学会発表〕　計190件（うち招待講演　103件／うち国際学会　30件）

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本老年看護学会　第24回学術集会

日本老年看護学会　第24回学術集会

第8回日本認知症予防学会学術集会（日本教育会館）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

福田智子，前谷彰子，大山千尋，米谷和敏，吉川美幸，大辻誠司，内海久美子，山田律子

福田智子，前谷彰子，大山千尋，米谷和敏，吉川美幸，大辻誠司，内海久美子，山田律子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

急性期病院における認知症高齢者への看護師の対応力向上を目指した教育の効果－独自に作成した認知症ケアガイドを用いて－

認知症初期集中支援チームにおける認知症高齢者への看護実践　相談から初回訪問を経て病院受診へ繋いだ過程での配慮と工夫

認知症初期集中支援チームの取り組み～看護師の役割と予防の視点から～

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

安西啓恵，橋場真貴子，田屋香，佐藤加奈子，山田律子

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
サルコペニア・フレイルの評価とリハビリテーション栄養 地域在住高齢者のフレイル重症度と栄養関連指
標の検討

日本静脈経腸栄養学会雑誌 260

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
本川佳子, 枝広あや子, 平野浩彦, 田中弥生, 渡邊裕 33
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第19回 摂食嚥下リハビリテーション主催　北海道地区研修会（招待講演）

日本神経学会　第6回 日本神経学会メディカルスタッフ教育セミナー　【セミナー１】認知症の症状の理解に基づくマネージメント（招待
講演）

日本老年医学会　合同シンポジウム5　栄養･食べる力（招待講演）

日本アンチエイジング歯科学会第14回学術大会　【認定歯科衛生士取得指定講座】（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山田律子

山田律子

山田律子

山田律子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

認知症と摂食嚥下障害

認知症高齢者のサルコペニアとその予防

認知症高齢者がおいしく食べるために ～行動の背景にある真意とは～

認知症高齢者の摂食嚥下障害と多職種協働による支援 ～食べる喜びを支えるために～



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

モリタ友の会歯科衛生士向け特別講演会（招待講演）

第63回 日本病院学会 シンポジウム2　「高齢者に対するこれからの医療」（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本看護協会　神戸研修センター　令和元年度教育計画研修プログラム（招待講演）

令和元年度　中央区ケア友の会　認知症の方を介護する男性介護者のつどい（招待講演）

山田律子

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

山田律子

山田律子

 ３．学会等名

認知症の方への食事支援について

認知症高齢者への歯科診療と食支援～実践に役立つ視点とスキル～

2025年に向けて,そしてその先の高齢者医療の中で看護職が果たす役割～｢長生きして良かった｣と思える社会を実現するために～

認知症高齢者の食べる喜びを支えるケア

 １．発表者名
山田律子

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

認知症と口腔機能研究会第１回学術大会，東京（招待講演）

日本老年歯科医学会第30回学術大会，仙台

末永智美，會田英紀，山田律子，平井敏博

尾立　光，金本　路，堀内優香，山本健太，煙山修平，末永智美，吉野夕香，川上智史，會田英紀，平井敏博

Ikeda M

Ikeda M

Janet Forum 2019: Demographic Change and Higher Education in the Global Context（グローバルな文脈における人口変動と高等教
育）（招待講演）（国際学会）

27th  Annual Coference of Indian Academy of Neurology.（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

施設高齢者の口腔機能低下予測因子に関する研究

当院における歯科訪問診療の欠損歯列の病態についての過去2年間の年次推移

Symposium: UCL-Japan Grand Challenges symposium. “New horizons for dementia in super-aged societies”

Symposium: Dementia update. “Therapeutic strategies for Lewy body dementia”

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

3rd Asia-Pacific Aging Protection (APAP) & 65th founding anniversary of Kaohsiung Medical University（招待講演）（国際学会）

21th Asia-Pacific Regional Conference of Alzheimer’s Disease International.（招待講演）（国際学会）

21th Asia-Pacific Regional Conference of Alzheimer’s Disease International.（招待講演）（国際学会）

International Lewy Body Dementia Conference（招待講演）（国際学会）

Ikeda M

Ikeda M

Ikeda M

Ikeda M

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Symposium: Non AD dementia. Frontotemporal dementia.

Symposium: The Grobal Action Plan on Public Health Response-APRO. The very young to the oldest.

Symposium: Consortia. Japan DLB research network. International Lewy Body Dementia Conference.

Recent research and support network for DLB in Japan.

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本老年医学会学術集会

第23回東北老年期認知症研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

浦上克哉

 ２．発表標題

池田学

会田薫子

会田薫子

第30回日本医学会総会

第38回日本認知症学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

これからの認知症予防

（シンポジウム）認知症と正しく向き合うために―予防と治療の進歩―.「認知症の医療とケア」

プレナリーレクチャー16「人生の最終段階における医療とケア　―　ACPにフレイルの知見を活かす」

「ACP推進に関する提言」の目標と定義について、シンポジウム2（倫理委員会企画）日本老年医学会「ACP推進に関する提言」～提言に至
る背景と解説

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回日本アロマセラピー学会学術総会（招待講演）

第9回日本認知症予防学会学術集会（招待講演）

浦上克哉

浦上克哉

浦上克哉

高村歩美, 浦上克哉

第9回日本認知症予防学会学術集会（招待講演）

第38回日本認知症学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症予防とアロマセラピー

認知症の共生と予防に向けて～一般社団法人日本認知症予防学会の果たす役割

アロマセラピーによる認知症予防効果の検討

アルツハイマー病の認知機能の変化とCSFのアミロイドβオリゴマー濃度の関連性

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第9回日本認知症予防学会学術集会

第9回日本認知症予防学会学術集会

第9回日本認知症予防学会学術集会

第9回日本認知症予防学会学術集会

小橋悠輝, 河月稔, 勝部史也, 古川翔太, 三谷圭右, 澤口安男, 三谷且哉, 高村歩美, 浦上克哉

澤口安男, 高村歩美, 三谷且哉, 浦上克哉

三谷且哉, 高村歩美, 澤口安男, 浦上克哉

古川翔太, 河月稔, 勝部史也, 小橋悠輝, 吉野知子, 景山裕子, 中原孝訓, 有富千帆, 向井京子, 浦上克哉

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

軽度認知障害を検出するためのコンピューター式スクリーニング検査法の開発

脳脊髄液のAβオリゴマー定量分析によるアルツハイマー型認知症早期診断の可能性

アルツハイマー型認知症診断における脳脊髄液バイオマーカーAβ42の有用性

とっとり方式認知症予防プログラムの開発研究

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第9回日本認知症予防学会学術集会

第9回日本認知症予防学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

河月稔, 勝部史也, 小橋悠輝, 小澤洋平, 金子俊彦, 浦上克哉

 ２．発表標題

三谷且哉, 高村歩美, 澤口安男, 浦上克哉

三ッ星紀子, 持田茂, 河月稔, 森本兼人, 浦上克哉

福田敏秀, 浦上克哉

第9回日本認知症予防学会学術集会

第9回日本認知症予防学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

トドマツから抽出した精油を用いた芳香療法が認知機能に与える影響についての検討

L-グルタミン酸ナトリウム（うま味成分）摂取による認知機能に対する影響の検討

高齢者における骨折後リハビリテーションの選択は脳機能にどのように影響するか

在宅高齢者の認知機能変化が示す特徴と支援に関する検討―TDAS を用いた10 年間の追跡事例をもとに―

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第9回日本認知症予防学会学術集会

第9回日本認知症予防学会学術集会

勝部史也, 河月稔, 小橋悠輝, 古川翔太, 三谷圭右, 澤口安男, 三谷且哉, 高村歩美, 浦上克哉

天野宏紀, 増本年男, 皆木一磨, 大谷眞二, 浦上克哉, 黒沢洋一

河月稔, 浦上克哉

河月稔, 浦上克哉

第10回日本脳血管・認知症学会

第34回日本老年精神医学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

アルツハイマー型認知症における性格や社会的環境要因をふまえた行動・心理症状の検討

高齢者における日中の過度の眠気と軽度認知障害に関する1 年後の追跡調査

アルツハイマー型認知症と動脈硬化指標の関連性についての検討

アルツハイマー型認知症および軽度認知障害の味覚機能の検討

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本老年医学会学術集会

Asian congress of nutrition（国際学会）

9th European society for swallowing disorders（国際学会）

11th International Association of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress.（国際学会）

Keiko Motokawa, Ayako Edahiro, Maki Shirobe, Hirohiko Hirano, Yutaka Watanabe.

Daichi Hoshino, Ayako Edahiro, Yoshihiro Kugimiya, Kentaro Igarashi, Keiko Motokawa, Yuki Ohara, Hirohiko Hirano, Mie Myers,
Shouji Hironaka, Yasubumi Maruoka.

Hirohiko Hirano, Ayako Edahiro, Shuichi Awata, Tetsuo Itikawa, Yutaka Wanabe.

本川佳子, 白部麻樹, 枝広あや子, 田中弥生, 河合恒, 解良武士, 大渕修一, 渡邊裕.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Examination concerning indicators for body composition and nutritional status in each category of Functional Assessment
Staging (FAST) among older people with Alzheimer's disease.

Association between simple evaluation of eating and swallowing function and mortality among patients with advanced dementia
in nursing homes: 1-year prospective cohort study.

The statement of position for dental care and the dental treatment guideline for the elderly peoples with dementia.

地域在住高齢者、通所事業所利用者、介護保険施設入所者の栄養指標の比較

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，新潟

第20回日本言語聴覚士学会，大分

 ３．学会等名

 ３．学会等名

川口美春，渡邊良平，大﨑里紗，松井萌華，妹尾 望，佐藤豊展，柴本 勇

 ２．発表標題

佐藤豊展，谷合信一，Huu Hanh Nguyen Thi，秋山直登，鈴木優希，安武夏海，柴本　勇

秋山直登，佐藤豊展，谷合信一，延山誠一，竹下友一郎，吉田成利，藤島一郎，柴本勇

柴本　勇

第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，新潟

第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，新潟

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

表面筋電バイオフィードバック訓練によって摂食時間が短縮した多発性脳梗塞の1例

健常高齢者における舌挙上運動時の舌骨上筋群の筋活動－筋疲労の解析－

咀嚼負荷量の違いが慢性閉塞性肺疾患患者の呼吸機能に及ぼす影響

機械学習を応用した咀嚼・嚥下運動のEMG評価法の開発とその臨床応用～臨床サイドから

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

呼吸ケアと誤嚥ケア学会　（招待講演）

中山大学摂食嚥下リハビリテーション研究会，中国広州（招待講演）

柴本　勇

柴本　勇

柴本　勇

柴本　勇

華中科技大学同済医学院付属同済病院　第1回嚥下研究会，中国武漢（招待講演）

熊本県歯科医師会　多職種で取り組む食支援アドバンスコース研修会，熊本（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

最期まで食べて苦痛なく過ごすための評価とリスク管理

日本における摂食嚥下リハビリテーションの発展

姿勢調整と摂食嚥下リハビリテーション

多職種で行う摂食嚥下障害の臨床実践：臨床思考と訓練

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

言語聴覚療法臨床研究会研修会，大阪（招待講演）

31st World Congress of the IALP，Taipei TAIWAN（国際学会）

31st World Congress of the IALP，Taipei TAIWAN（国際学会）

日本生体医工学会 生体医工学シンポジウム，愛媛

Isamu Shibamoto, Mami Sugimoto, Shinichi Taniai, Tomohiro Omori, Masanori Osumi

Isamu Shibamoto, Atsunobu Sato, Shinichi Taniai, Huu Hanh Nguen Thi,  Naoto Akiyama,Van Thanh Vu, Yuki Suzuki, Natsumi
Yasutake

Masahiro Suzuki, Makoto Sasaki, Katsuhiro Kamata, Atsushi Nakayama, Isamu Shibamoto, Yasushi Tamada

柴本　勇

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

EFFECTS OF VISUAL FEEDBACK DURING CHEWING IN A PATIENT WITH FACIAL ONSET SENSORY AND MOTOR NEURONOPATHY (FOSMN)

Laterality of cortical representation during solid and liquid swallowing

Swallowing pattern classification method using multichannel surface EMG signals of suprahyoid and infrahyoid muscles

摂食嚥下訓練のUp-to-date～各種訓練法の適応からsEMGバイオフィードバック訓練の実践まで～

 １．発表者名



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本老年看護学会第23回学術集会

第8回日本認知症予防学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

福田智子, 前谷彰子, 大山千尋, 米谷和敏, 吉川美幸, 大辻誠司, 内海久美子, 山田律子

 ２．発表標題

Isamu Shibamoto

Isamu Shibamoto

中川真奈美, 山田律子

The international conference on dysphagia and nutrition，Taipei TAIWAN（国際学会）

The 1st Taiwan and Japan Swallowing Joint Conference，Taipei TAIWAN（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

認知症初期集中支援チームの取り組み～看護師の役割と予防の視点から

Assessment and clinical management for swallowing disorders in Japan.

Developing therapeutic machine for dysphagia

1.介護老人保健施設における認知症高齢者へのエンドオブライフ・ケア～多職種協働を意図した介入とその成果

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年～2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回日本医療マネジメント学会学術総会（招待講演）

日本歯科人間工学会第34回研究発表大会（招待講演）

山田律子

山田律子

山田律子

山田律子

北海道歯科医師会, 歯科医療従事者認知症対応力向上研修（招待講演）

介護関係職員医療連携支援研修（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

最期まで食べる喜びを支えるために：多職種協働によって拓かれるケア

認知症高齢者へのケア･歯科治療における環境づくり：人間工学的技法から考える

認知症の基本と食について

認知症の人の食べる喜びを支えるために

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

摂食･嚥下障害看護認定看護師教育課程フォローアップ研修会（招待講演）

International Conference on Problem-Oriented Evidence Care and Research Forum on Patients with Dementia（招待講演）（国際学
会）

International Conference on Problem-Oriented Evidence Care and Research Forum on Patients with Dementia（招待講演）（国際学
会）

Korean Association for Geriatric Psychiatry 2018 Asia-Pacific International Geratric Conference（招待講演）（国際学会）

Yamada, R

Yamada, R

Ikeda M

山田律子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Environmental arrangement for enhancing self-feeding in the elderly with dementia

Nutrition Support for the elderly with dementia：Especially focusing on eating support

Symposium for Lewy body disease Neuropsychiatric features and therapeutic strategies in dementia with Lewy bodies

認知症の人のための食事ケア

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大阪大学大学院医学系研究科・University of East Anglia 認知症研究シンポジウム（招待講演）（国際学会）

Updates on management of dementia disease（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ikeda M

 ２．発表標題

Ikeda M

Ikeda M

Ikeda M

Faculty of psychiatry of old age and 12th Congress of Asian Society Against Dementia（招待講演）（国際学会）

Challenges for dementia-friendly society living well with dementia - UCL-Japan Youth Challenge Symposium（招待講演）（国際学
会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Dementia management model in Japan

Dementia care in Asia Pacific－Dementia care in Japan－

Aging Society - Our life in ageing society- how young generation contributes to various problem associated with ageing

Supports for dementia patients and their carers by experts from different field

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第114回日本精神神経学会（招待講演）

吹田（学友会館）（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学

日本心理学会公開シンポジウム（招待講演）

第39回日本肥満学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症診療-リスクファクターから考える「認知症診療におけるリスクファクターの重要性」

超高齢社会における老年医学の課題「地域における認知症対策」

認知症医療への心理学的貢献「認知症医療における神経心理学的視点と心理的サポートの重要性」

わが国における認知症医療の現状と認知症予防の重要性

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本高次脳機能障害学会（招待講演）

平成29年度高知県初診医会講演会（招待講演）

千里ライフサイエンス新適塾　「脳はおもしろい」第19回会合（招待講演）

熊本県精神科協会（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症のBPSDとせん妄の診断、治療

脳から見た認知症

レビー小体型認知症の精神症状に迫る

コミュニティーにおける認知症のリハビリテーション

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回FROM MIST研究会（招待講演）

認知症国際アジア会議in 加賀（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田学

 ２．発表標題

池田学

池田学

池田学

長寿科学政策研究及び認知症政策研究成果発表会（招待講演）

平成29年度公益財団法人大阪公衆衛生協会成人保健部会講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

日本における認知症の現状と熊本に見る包括的認知症ケアモデル

生活行為障害の分析に基づく認知症リハビリテーションの標準化に関する研究

知っておきたい高齢者の健康課題　認知症を学び直す

生活習慣病と認知症

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本精神神経学会　第8回記者勉強会（招待講演）

第52回多摩田園臨床精神医学研究会（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学

西尾張地区認知症セミナー（招待講演）

平成29年度若年性認知症支援に係る対応力向上研修（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症と精神医学

BPSDの治療戦略

道路交通法改正後の認知症診療のポイント

若年性認知症を理解する-医学的側面からのアプローチ-

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第18回　若年認知症研究会（招待講演）

平成29年度水間病院認知症疾患医療センター研修会（招待講演）

第21回左京医師会認知症研究会（招待講演）

粟津神経サナトリウム新病棟開院記念市民講座（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症の診断と治療

認知症診療の基本

認知症の最新情報を学ぶ

若年性認知症の地域支援と家族心理教室

 １．発表者名
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2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地域で診る認知症研修会（招待講演）

第12回阪医群青の会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田学

 ２．発表標題

池田学

池田学

池田学

認知症と睡眠障害カンファランス（招待講演）

第12回横浜認知症研究会（招待講演）

 ２．発表標題
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 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

認知症の最新の話題

認知症と睡眠障害-原因疾患別の特徴を中心に-

BPSDの治療戦略

認知症診療の基本
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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第53回南大阪精神医療研究会（招待講演）

第20回山陰認知症研究会（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学

第22回近畿老年期認知症研究会（招待講演）

大阪地方裁判所　研究会「医師と語る」（招待講演）
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症診療の基本

BPSDの治療戦略

認知症の症候学

認知症について
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 ３．学会等名
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病診連携研修会（招待講演）

認知症カンファランス（招待講演）

あわざ認知症フォーラム（招待講演）

平成30年度愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター講演会（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

早期診断・早期治療の多職種連携について

認知症診療の基本

Dementia Friendly Society の実現に期待される認知症疾患医療センターの役割

認知症診療の基本

 １．発表者名
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2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回感情・行動・認知（ABC）研究会（招待講演）

茨木市介護認定審査会全体会及び認定調査員合同研修会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田学

 ２．発表標題

池田学

池田学

池田学

第55回大阪大学白菊会特別講演（招待講演）

第30回地域医療の課題とその対策シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題
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 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

認知症の診断と理解について

認知症の予防と治療

超高齢社会における老年医学の課題「地域における認知症対策」

前頭側頭葉変性症、タウオパチー（進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症）における精神症状
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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第４回東予インソムニアセミナー（招待講演）

認知症初期集中支援及び認知症地域連携関係者スキルアップ研修会（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学

矯正研修所大阪支所　第8回医療に関する研修会（招待講演）

認知症初期集中支援チーム員フォローアップ意見交換会（招待講演）
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症と睡眠障害

認知症疾患医療センターの役割と地域連携の実際

認知症‐精神科医の立場から‐

BPSDと認知症と間違いやすい精神疾患
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 ３．学会等名
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日本精神科病院協会 平成30年度　認知症に関する研修会（第25回）（招待講演）

DLBセミナーin 栃木（招待講演）

New Horizon for Neurosciences（招待講演）

摂津市在宅医療研究会（招待講演）

池田学

池田学

池田学

池田学

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

DLBの主要徴候と治療戦略

レビー小体型認知症の症候学と治療の展望

地域連携における認知症診療の基本

認知症の症候学

 １．発表者名
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2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名
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平成30年度日臨技関東甲信支部・首都圏支部医学検査会 シンポジウム

第8回日本認知症予防学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

浦上克哉

 ２．発表標題

浦上克哉

浦上克哉

浦上克哉

ＷＨＯ認知症に関する専門家ワークショップ｢科学的エビデンスを自治体の施策に反映する：優良なモデル自治体づくりを促進するメカニ
ズムとは」（招待講演）

第8回日本認知症予防学会学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

これからの認知症医療に期待されるツール～MSP,TDASとNATの有用性～

日本認知症予防学会（JSDP）プログラムと鳥取県における取り組み

認知症予防の今後について

認知症予防について
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

第8回日本認知症予防学会学術集会

第8回日本認知症予防学会学術集会

勝部史也, 河月稔, 三嶋寿佳, 小橋悠輝, 三ッ星紀子, 高村歩美, 浦上克哉

三ッ星紀子, 河月稔, 持田茂, 森本兼人, 浦上克哉

河月稔, 三嶋寿佳, 勝部史也, 小橋悠輝, 三ッ星紀子, 高村歩美, 浦上克哉

三嶋寿佳, 河月稔, 小橋悠輝, 勝部史也, 三ッ星紀子, 高村歩美, 浦上克哉

第8回日本認知症予防学会学術集会

第8回日本認知症予防学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

頸動脈プラークスコアと脳脊髄液中のアミロイドβ42や認知機能との関連性

骨脆弱性患者におけるリハビリテーションが脳機能に与える効果の検討

アルツハイマー型認知症の嗅覚機能および味覚機能の比較

認知機能障害がある高齢者の睡眠評価に対する、うつ状態および認知機能の関連性

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第8回日本認知症予防学会学術集会

第8回日本認知症予防学会学術集会

第8回日本認知症予防学会学術集会

第8回日本認知症予防学会学術集会(理事長特別講演）（招待講演）

天野宏紀, 増本年男, 皆本一磨, 大谷眞二, 浦上克哉, 黒沢洋一

福田敏秀, 浦上克哉

浦上克哉

高村歩美, 浦上克哉

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高齢者における日常の健康サインと軽度認知障害の関連～ベースライン調査の結果より～

特別養護老人ホーム入居者の認知症疾患に関する実態からケアを考える～認知症診断時期に焦点をあてて～

認知症予防の現状と今後の展望～日本認知症予防学会が進むべき方向性～

Aβオリゴマーを標的としたアルツハイマー型認知症の早期診断バイオマーカーの開発

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

9回日本脳血管・認知症学会総会 VAS-COG Japan 2018

第33回日本老年精神医学会 生涯教育講座

 ３．学会等名

 ３．学会等名

浦上克哉

 ２．発表標題

浦上克哉

三ッ星紀子, 河月稔, 森本兼人, 小林洋平, 田中美枝子, 朝田隆, 武者武光, 浦上克哉

河月稔, 浦上克哉

第13回日本臨床検査学教育学会学術大会 教員研修会・学生向け講演会（招待講演）

第9回日本脳血管・認知症学会総会 VAS-COG Japan 2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

これから期待される認知症医療

認知症医療に対応できる臨床検査技師の育成～卒業教育への導入の必要性～

骨脆弱性骨折患者リハビリテーションの認知機能に及ぼす影響の検討

FMD検査とアルツハイマー型認知症の病態との関連

 １．発表者名

 １．発表者名
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第60回日本老年医学会学術集会 シンポジウム

第19回日本認知症ケア学会大会

浦上克哉

福田敏秀, 浦上克哉

浦上克哉

田中 友規，平野 浩彦，渡邊 裕, 菊谷 武, 中條 和子, 佐藤 哲郎, 鈴木 駿介, 秋下 雅弘, 飯島 勝矢

第60回日本老年医学会学術集会 認知症診療の実践セミナー(セッション2:認知症診療の実際)

第60回日本老年医学学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症予防の現状と今後の展望

在宅高齢者の認知機能とADI家族介護負担感の関連分析から得られた支援に対する示唆～9年間のTDASによる追跡事例を用いて～

アルツハイマー認知症の治療とケア

オーラルフレイル簡易スクリーニング法の開発：マルチ観察データによる外的妥当性検証

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回日本老年医学学術集会

第60回日本老年医学学術集会

第60回日本老年医学学術集会

日本老年歯科医学会第29回学術大会

江尻 愛美, 河合 恒, 藤原 佳典, 平野 浩彦, 井原 一成, 小島 基永, 渡邊 裕, 大渕 修一

鈴木 宏幸, 河合 恒, 小川 将, 桜井 良太, 平野 浩彦, 金 憲経, 井原 一成, 渡邊 裕, 大渕 修一, 藤原 佳典

星野 大地, 渡邊 裕, 本川 佳子, 白部 麻樹, 枝広 あや子, 本橋 佳子, 高橋 知佳, 平野 浩彦, 村上 浩史, 弘中 祥司, 丸岡 靖史

金 憲経, 粟田 主一, 渡邊 裕, 平野浩彦,   小島 成実, 大須賀 洋祐, 本川 佳子, 稲垣 宏樹, 佐久間 尚子, 枝広 あや子, 新開 省二

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

地域在住高齢者における高次生活機能の低下とフレイル, プレフレイルの関連

地域高齢者におけるMoCA-Jの反復効果―6年の縦断追跡による検討

介護老人福祉施設入所高齢者の摂食嚥下機能の簡易評価と死亡との関係―1年間の縦断調査―

大都市部在住高齢者における認知的フレイルの特徴と関連要因

 １．発表者名
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2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本老年歯科医学会第29回学術大会

日本老年歯科医学会第29回学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

白部 麻樹, 平野 浩彦, 枝広 あや子, 小原 由紀, 本橋 佳子, 森下 志穂, 本川 佳子, 村上 正治, 大渕 修一, 渡邊 裕

 ２．発表標題

小原 由紀, 白部 麻樹, 髙橋 知佳, 本川 佳子, 本橋 佳子, 枝広 あや子, 平野 浩彦, 渡邊 裕, 大渕 修一

伊藤 加代子, 枝広 あや子, 渡部 芳彦, 小原 由紀, 本橋 佳子, 森下 志穂, 本川 佳子, 井上 誠, 渡邊 裕, 平野 浩彦

髙橋 知佳, 小原 由紀, 白部 麻樹, 枝広 あや子, 村上 正治, 本橋 佳子, 本川 佳子, 中島 純子, 平野 浩彦, 渡邊 裕

日本老年歯科医学会第29回学術大会

日本老年歯科医学会第29回学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

終末期要介護高齢者の転帰と口腔状況との関係―特定地域悉皆調査に基づく検討―

高齢者の主観的口腔健康評価尺度の開発および信頼性・妥当性の検討

介護保険施設利用者における口腔機能向上および栄養改善プログラムに関する質的研究

地域在住高齢者におけるオーラルフレイルに関連する因子の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Japan-Korea Joint Symposium（国際学会）

日本歯科衛生学会第13回大会

Nakajima.J, Sakamoto.M, Watanabe.Y, Edahiro.A, Motokawa.K, Shirobe.M, Hirano.H, Ito.K, Kanehisa.Y, Yamada.R, yoshihara.A

白部麻樹, 植田拓也, 江尻愛美, 伊藤久美子, 安永正史, 中村睦美, 三木明子, 平野浩彦, 渡邊裕, 大渕修一

平野浩彦

平野浩彦

兵庫県歯科医師会（招待講演）

神奈川県歯科医師会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Relationship between　mortality rate and self-feeding ability in Japanese nursing-home residents

地域の介護予防活動を促進するための東京都介護予防推進支援センターにおける歯科衛生士の役割

口腔機能低下症・口腔機能発達不全症

オーラルフレイル改善プログラムについて
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公益社団法人東京都滝野川歯科医師会（招待講演）

一般社団法人岩手県歯科衛生士会（招待講演）

山形県歯科医師会（招待講演）

第5回日本サルコペニア・フレイル学会大会（招待講演）

平野浩彦

平野浩彦

平野浩彦

平野浩彦
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

口から始まる健康長寿―オーラル・フレイルの理解―

包括的フレイル予防とオーラルフレイル予防の重要性などに関する事柄

オーラルフレイル解消によるQOL向上への取り組み

「口腔機能低下症を示す症状と評価方法」および「今年度より始まる口腔機能向上健診」
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第14回長寿医療研究センター国際シンポジウム（招待講演）（国際学会）
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高齢者の歯科医療について

認知症とフレイルをつなげる～メカニズムそして予防～Bridging dementia and Frailty～From patogenesis to prevention～

口腔機能低下症をどう診るーオーラルフレイルの視点からー

高齢者における口腔健康管理の意義ーオーラルフレイル予防の視点―
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会田薫子
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End-of-life Care for the Aged in Japan: Withholding and withdrawal of artificial hydration and nutrition

End-of-life care for the aged in Japan: withholding and withdrawal of artificial hydration and nutrition

長寿時代のエンドオブライフ・ケア

認知症者の終末期医療をどう考えるか
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第46回日本救急医学会学術集会（招待講演）
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日本老年歯科医学会第29回学術大会
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会田薫子
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フレイルとACP ― 不要なCPRを避けるための臨床倫理

高齢者医療とエンドオブライフ・ケアの倫理

服薬管理が困難な認知症高齢者に対する歯科訪問診療が多職種協働によって可能になった1症例

ACPとフレイル ― 本人らしく生きて、生き終わることをサポートするために
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曾田英紀

曾田英紀

日本老年歯科医学会第29回学術大会
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Does the cognitive decline relate the social isolation? :From results of Takashimadaira Study

当院における歯科訪問診療患者の欠損歯列の病態について推移調査

お口の機能を保って健康長寿

超高齢社会におけるインプラント治療を再考する
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Socioeconomic disadvantage in early life predicts poor physical performance in late life among older Japanese

Relationship between frailty severity and dietary variety among older adults

Viewpoint of dental care and mealtime care accompanying dementia progression

The statement of position for dental care and The dental treatment guideline for the elderly peoples with dementia from The
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The 9th Congress of Asian Sleep Research Society (ASRS)（国際学会）

第5回日本サルコペニア・フレイル学会大会

第8回日本認知症予防学会学術集会

日本歯科衛生学会第13回学術大会

弘中早苗，白部麻樹，本川佳子，本橋佳子，枝広あや子，渡邊裕，平野浩彦，弘中祥司，足立　融，小野高裕，柿木保明
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後期高齢者歯科健診受診者のオーラルフレイルの実態と関連因子の検討

認知機能低下抑制プログラムにおけるタブレットの適応可能性の検討―囲碁を活用した介入プログラム「iGoこち」より―　（浦上賞受
賞）

オーラルフレイルの発現および身体的・精神的要因との関連性の検討

Relationship between Sleep Efficiency and Appetite in Elderly Residents of Metropolitan Japan
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第24回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会
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大都市に暮らす高齢者の認知機能低下と身体・口腔機能低下との関連　高島平スタディ

摂食嚥下機能低下社への介護保険施設等における嚥下調整食の提供に関する実態調査

要介護高齢者における死亡発生と摂食嚥下機能の関係

大都市に暮らす認知症高齢者の実態調査(その2)　高島平スタディ　ハイリスク者の縦断研究
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日本老年歯科医学会第29回学術大会

日本老年歯科医学会第29回学術大会

釘宮嘉浩, 渡邊裕, 本川佳子, 白部麻樹, 枝広あや子, 平野浩彦, 堀部耕広, 高野智史, 上田貴之, 櫻井薫
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星野大地, 渡邊裕, 本川佳子, 白部麻樹, 枝広あや子, 本橋佳子, 高橋知佳, 平野浩彦, 村上浩史, 弘中早苗, 丸岡靖史

五十嵐健太郎, 渡邊裕, 釘宮嘉浩, 梅木賢人, 本川佳子, 白部麻樹, 枝広あや子, 中島純子, 伊藤誠康, 平野浩彦, 櫻井薫, 河相安彦

日本老年歯科医学会第29回学術大会
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大都市部在住高齢者の軽度認知機能低下に関連する口腔機能の検討（優秀課題口演賞受賞）

咬筋体積の簡易測定法の検討とサルコペニアとの関連性

介護老人福祉施設入所高齢者の摂食嚥下機能の簡易評価と死亡との関係：1年間の縦断調査

口腔機能管理指標としての咬合支持と咀嚼機能との関連-義歯装着時の機能的咬合支持の検討-
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日本老年歯科医学会第29回学術大会

日本老年歯科医学会第29回学術大会

第60回日本老年医学会学術集会

第60回日本老年医学会学術集会

枝広あや子, 小原由紀, 白部麻樹, 本川佳子, 本橋佳子, 伊藤加代子, 渡部芳彦, 渡邊裕, 田中弥生, 安藤雄一, 平野浩彦

枝広あや子, 杉山美香, 粟田主一

宇良千秋, 杉山美香, 稲垣宏樹, 枝広あや子, 本川佳子, 宮前史子, 岡村毅, 村山洋史, 粟田主一

松原ちあき, 古屋純一, 尾花三千代, 白部麻樹, 高橋知佳, 枝広あや子, 本橋佳子, 本川佳子, 中島純子, 平野浩彦, 渡邊裕
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 １．発表者名

 １．発表者名

介護保険施設の経口摂取支援のプロセス評価による多職種連携の発展効果

認知症疾患医療センターにおける認知症疾患の年間鑑別診断数と発生率の検討

認知症アセスメントシート(DASC-21)における自己評価と他者評価の関連性について

唾液中潜血を指標とした歯周疾患の重症度に影響する要因の検討(歯科衛生士部門優秀ポスター賞受賞）
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地域包括ケア時代の地域連携～心と体の栄養管理～ 認知症と共に生きる方に対する食事の支援

特別養護老人ホーム入所要介護高齢者の食欲と死亡との関係　1年間の縦断調査

サルコペニア・フレイルの評価とリハビリテーション栄養 地域在住高齢者のフレイル重症度と栄養関連指標の検討
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認知症の緩和ケア

歯科医院で認知症の患者さんに対応するための本　ガイドラインに基づいた理解・接遇・治療・ケア

認知症の人への歯科治療ガイドライン

疾患別にみる認知症と作業療法　AD，DLB，FTDを中心に
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平野浩彦、粟田主一、市川哲雄、枝広あや子、大塚礼、小玉剛、櫻井薫、櫻井孝、武井典子、田中弥生、
野原幹司、深井獲博、山田律子、渡邊裕、他

平野浩彦、枝広あや子、本橋佳子（編著）
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認知症の緩和ケア

老年学 第5版

認知症の人への歯科治療ガイドライン

歯科医院で認知症の患者さんに対応するための本ガイドラインに基づいた理解・接遇・治療・ケア

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名
平野浩彦（平原佐斗司、桑田美代子編著）
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日本臨牀社

医学書院

医歯薬出版

PHP研究所

平野浩彦
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山田 律子
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リハビリテーションに役立つ栄養学の基礎　第２版

フレイルの専門医が教える 舌を鍛えると長生きできる!

 １．著者名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

老年医学（下）－基礎・臨床研究の最新動向（担当｢15老年看護学-栄養関連障害（摂食嚥下障害，低栄
養，脱水）」）

言語聴覚障害学概論 第2版

柴本勇（藤田郁代、北義子、阿部昌子編集）

柴本勇（栢下淳、若林秀隆編著）
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日本臨床社
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池田学（種村　純編）

池田学（武田克彦，三村將，渡邉修編）

池田学（粟田主一，北川泰久，鳥羽研二，三村將，弓倉整，横手幸太郎編）

池田学

 ２．出版社
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ぱーそん書房

医歯薬出版株式会社
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 ４．発行年

 ４．発行年
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やさしい高次脳機能障害用語辞典（担当「クリューヴァー・ビューシー症候群」「前頭側頭葉変性症」
「葉性萎縮」）

高次脳機能障害のリハビリテーション(担当「認知症&変性性認知症，血管性認知症等」）

認知症トータルケア（担当 「前頭側頭型認知症」）

老年医学（下） 基礎・臨床研究の最新動向（担当「生活行為の基本と認知症のリハビリテーション」）
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日本医師会
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日本臨床社

南江堂

医学書院

金原出版

池田学（水澤英洋編）

池田学（尾崎紀夫，三村　將，水野雅文，村井俊編）

会田薫子（日本緩和医療学会編）
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720

392

老年医学（上） 基礎・臨床研究の最新動向(担当「物忘れ・認知機能障害」）

神経変性疾患ハンドブック(担当「前頭側頭葉変性症」）

標準精神医学　第7版（担当「神経心理学的検査」）

がん患者の治療抵抗性の苦痛と鎮静に関する基本的な考え方の手引き 2018年版 (担当 「Ⅵ章　倫理的検
討」）
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丸善出版

クインテッセンス出版

中外医学社

日本医療企画
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枝広あや子（荒井秀典編集）

会田薫子（ヘルスケア総合政策研究所編）
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日本歯科医学会が選出　医科歯科連携に役立つキーワード200　歯科医師・歯科衛生士のためのポケット
ブック

フレイルのみかた(担当「Ⅰ.フレイルを理解する」「7.オーラルフレイルとは？」）

医療白書2018年度版（担当「第5章　患者の意思決定支援に向けてＡＣＰをどのように普及・推進すべき
か」）

現代家族を読み解く１２章（担当「臨床倫理・死生学と家族」）
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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